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岡田  千賀子

木村  晴恵

問　

国
は
少
子
化
対
策
の
ひ

と
つ
に
「
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
支
援
の
あ
り
方
」
を
掲

げ
、「
妊
娠
・
出
産
・
包
括

支
援
モ
デ
ル
事
業
」
を
全
国

に
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

先
進
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に

学
ん
だ
、
継
続
し
た
子
育
て

支
援
施
策
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を

播
磨
町
に
取
り
入
れ
る
考
え

は
。

答　
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
と
は
、

同
じ
保
健
師
が
出
産
前
後
・

子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い
相

談
支
援
を
行
う
こ
と
が
特
徴

の
地
域
拠
点
で
あ
る
。
同
様

の
仕
組
み
を
本
町
で
構
築
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
切
れ

一

般

質

問

政風会

公明党

継続した子育て支援を

病児・病後児保育の展開を

現在、仕組みを検討している

病児保育の実現に向け検討

町　長

町　長

▲雨天での通学風景

松下  嘉城

小原  健一

問　

県
は
、
全
国
で
初
め
て

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
を
義

務
付
け
る
条
例
を
可
決
し
た
。

加
入
促
進
や
自
転
車
の
利
用

に
関
す
る
講
演
、
ま
た
交
通

公
園
有
効
利
用
の
考
え
は
。

答　

広
報
で
加
入
を
啓
発
し
、

自
治
会
へ
の
回
覧
や
各
施
設
、

行
事
に
あ
わ
せ
て
チ
ラ
シ
の

配
布
を
行
っ
た
。
講
演
や
講

習
を
実
施
す
る
場
合
は
、
警

察
や
協
力
団
体
な
ど
に
依
頼

し
た
い
。
交
通
公
園
は
老
朽

化
に
よ
り
廃
止
も
視
野
に
入

れ
、
有
効
利
用
を
検
討
し
て

い
る
。

問　

産
業
振
興
策
と
し
て
新

規
創
業
者
へ
の
支
援
を
充
実

さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

現
状
と
展
望
は
。

答　

起
業
・
創
業
支
援
事
業

を
播
磨
町
商
工
会
で
実
施
し

て
い
る
。
起
業
準
備
オ
フ
ィ

ス
は
、
現
在
２
部
屋
を
利
用

中
で
あ
る
。
起
業
セ
ミ
ナ
ー

や
金
融
機
関
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
経
営
支
援
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
起
業
者
な

ど
の
発
掘
を
行
う
。

問　

空
き
店
舗
へ
の
入
居
に

よ
る
新
規
開
業
に
対
し
て
、

改
装
費
用
や
家
賃
の
助
成
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

障
害
年
金
更
新
時
の
認
定
は

年
金
機
構
で
も

問
題
と
認
識

福
田
理
事

問　

障
害
年
金
更
新
時
の
認

定
率
は
、
都
道
府
県
ご
と
に

大
き
な
開
き
が
あ
る
。
障
害

認
定
医
に
よ
る
考
え
方
で
判

定
に
差
が
出
て
い
る
と
思
う

が
、
見
解
は
。

答　

日
本
年
金
機
構
で
も
認

識
し
て
お
り
検
証
、
検
討
さ

れ
て
い
る
。
認
定
基
準
を
ど

う
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
で
検
討
会

が
設
置
さ
れ
検
討
中
で
あ
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は

合
計
所
得
金
額
で

判
別
で
き
る

福
田
理
事

問　

第
１
号
被
保
険
者
が
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
、
負
担
割
合
を
正
確

に
判
別
は
で
き
る
の
か
、
ま

た
改
正
に
よ
る
削
減
効
果
の

見
込
み
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

本
人
の
合
計
所
得
金
額

で
１
割
か
２
割
負
担
か
を
判

定
し
、
負
担
割
合
は
正
確
に

判
別
で
き
る
。
介
護
報
酬
改

定
に
よ
り
、
全
体
で
２
・
27

％
の
削
減
効
果
を
見
込
ん
で

い
る
。

一

般

質

問

新政会

無所属

自転車保険の義務化は

創業支援の充実を

周知を図り、加入を促進

商工会と連携して支援する

角田理事

福田理事

ここを　  うここを　  う問問町政

内
の
小
児
科
な
ど
に
制
度
を

紹
介
し
、
病
児
保
育
の
実
現

に
向
け
検
討
す
る
。

浜
幹
線
に
自
転
車
道
設
置
は

幅
員
不
足
の
た
め

設
置
は
困
難

角
田
理
事

問　

県
条
例
の
中
に
「
自
転

車
道
・
レ
ー
ン
等
の
整
備
」

と
あ
る
が
、
浜
幹
線
に
自
転

車
道
設
置
の
計
画
は
。

答　

浜
幹
線
の
自
転
車
レ
ー

ン
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
公

安
委
員
会
と
協
議
が
必
要
で

あ
る
。
レ
ー
ン
設
置
に
必
要

な
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
を
満
た

さ
な
い
部
分
が
あ
り
、
設
置

は
困
難
な
状
況
。

問　

自
転
車
利
用
者
に
道
交

法
改
正
の
周
知
と
社
会
全
体

で
の
マ
ナ
ー
な
ど
の
向
上
を
、

町
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に

徹
底
す
る
の
か
。

答　

交
通
安
全
教
室
を
、
保

育
所
・
幼
稚
園
児
や
小
学
一
・

三
年
生
、
播
磨
南
高
一
年
生

を
対
象
に
実
施
。
本
年
３
月

に
策
定
し
た
通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
推
進

し
て
い
る
。
今
後
は
、
警
察

と
連
携
し
な
が
ら
周
知
に
努

め
る
。

答　

現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

職
員
の
人
事
交
流
の
充
実
は

長
期
間
の
派
遣
は

厳
し
い

森
本
理
事

問　

様
々
な
組
織
と
の
人
事

交
流
に
よ
っ
て
、
職
員
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
る
。

特
に
民
間
組
織
へ
の
派
遣
は
、

学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は

な
い
か
。

答　

現
在
、
兵
庫
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
と
東
播

磨
農
業
共
済
事
務
組
合
に
各

１
名
ず
つ
職
員
を
派
遣
し
て

い
る
。
他
の
自
治
体
と
の
人

事
交
流
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多

く
、
今
後
の
業
務
に
大
い
に

活
か
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

民
間
組
織
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
限
ら
れ
た
職
員
数

で
の
業
務
遂
行
を
考
え
る

と
、
長
期
間
職
員
を
派
遣
す

る
こ
と
は
組
織
運
営
と
し
て

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

発
行
時
の
対
応
は

▼
性
的
少
数
者
と
さ
れ
る

方
々
へ
の
理
解
は

目
の
な
い
支
援
を
行
う
こ
と

は
以
前
か
ら
重
要
と
考
え
て

い
る
。

　

本
町
で
は
、
保
健
師
な
ど

と
子
育
て
支
援
員
が
チ
ー
ム

と
な
り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
ま
で
母
子
保

健
や
育
児
に
関
す
る
相
談
に

対
応
す
る
仕
組
み
を
、
現
在

検
討
し
て
い
る
。

問　

子
育
て
支
援
の
拠
点
と

し
て
北
部
・
南
部
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
母
子
手

帳
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
妊

娠
期
か
ら
の
継
続
し
た
支
援

を
行
え
な
い
か
。

答　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
両
親
学
級
や
子
育
て
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。現
在
、

母
子
手
帳
は
す
こ
や
か
環
境

グ
ル
ー
プ
で
交
付
し
て
い
る
。

問　

妊
娠
期
・
産
後
や
定
期

検
診
の
未
受
診
者
な
ど
に
、

保
健
師
や
助
産
師
が
訪
問
を

行
っ
て
い
る
が
、
現
状
と
課

題
は
。

答　

訪
問
指
導
の
必
要
性
を

理
解
さ
れ
ず
断
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
趣
旨
を
再
度
説

明
し
て
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
学
校
教
科
書
の
採
択
は

問　

子
ど
も
が
病
気
の
時
に

預
け
る
所
が
な
い
人
は
、
仕

事
を
休
む
こ
と
に
な
る
。
女

性
の
社
会
進
出
が
増
え
る
中
、

病
児
・
病
後
児
保
育
の
充
実

は
大
き
な
支
え
と
な
る
。
保

育
体
制
の
充
実
が
必
要
で
は
。

答　

病
後
児
保
育
は
播
磨
中

央
保
育
園
で
実
施
。
利
用
者

は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、

補
助
金
の
基
準
額
が
少
な
く
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
国
・
県

に
要
望
し
て
い
く
。
病
児
保

育
に
つ
い
て
は
、
県
が
診
療

所
型
小
規
模
病
児
保
育
事
業

を
創
設
し
て
い
る
の
で
、
町

▲北部子育て支援センター

▲病後児保育を実施している播磨中央保育園▲企業準備オフィスのパンフレット


